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所　　在： 〒446-0041　安城市桜町17番11号
 安城市文化センター内
電　　話： 0566-76-1515
利用時間： 原則水曜日10:00 ～ 16:00
 （事前に連絡が必要です）
交　　通： JR東海道線安城駅下車、南西へ
 徒歩約7分、安城市役所北側
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　安城市は「日本のデンマーク」と呼ばれて
います。
　デンマークは、19世紀半ばにプロシアや
オーストリアとの戦争に敗れ、国内でもっと
も肥沃な土地であったシュレスヴィヒ・ホル
スタイン二州を割譲され、国内は「国は小さ
く、民は尠なく、而して残りし土地に荒漠多
し」（内村鑑三『デンマルクの話』）という状
況に陥りました。にもかかわらずデンマー
クの人々は「外に失いし所のものを内におい
て取り返す」（同）という精神のもと、不毛
の土地を開拓し、農業復興を遂げていきまし
た。この内村の紹介もあってわが国では、デ
ンマークという国に農業振興国というイメー
ジが重ねられるようになりました。
　安城を中心とした碧海台地は、江戸時代ま
では水利が不便で、未開墾の土地が多い場所
でした。そこに「都築弥厚」で有名な明治用
水が、その名の通り明治初年に引かれると、
農地が次々と開墾されていきました。さらに
大正末年から昭和初期にかけて、稲作のほか
蔬菜・養鶏なども行う多角経営型農業や、（現
代の農協に繋がる）産業組合が導入され、国
内有数の農業先進地帯となりました。この形
態もデンマークの農業に似ていました。この
ように農業振興と先進的農業形態の二重の意
味で安城は、「日本のデンマーク」と呼ばれ
るようになったのです。
　安城が「日本のデンマーク」＝日本農業の
先進地帯となるにおいては、山崎延吉が果た
した役割を見過ごすことはできません。山崎
は石川県金沢生まれで、東京帝国大学農科大
学（現東京大学農学部）を卒業、福島・大阪
で教鞭をとっていましたが、1905（明治38）
年に開校されたばかりの安城農林学校（現安
城農業高校）の初代校長に、弱冠28歳の若さ
で就任しました。地元からの支援もあって全
国屈指の農業学校に育てあげるとともに、県
の農務課長および農事試験所長・農事講習所
長などを兼任し、この地域の農業行政・研究・
教育の一本化をはかり、安城を中心として農

業振興に貢献しました。また『農村自治の研
究』など多数の著作を刊行し、農業生産の発
展は、農村の改良、すなわち農村の自治を高
めることであると主張しました。このように
して、安城は優良農村として全国に知れ渡っ
ていったのです。
　その後、三重県の石薬師村（現鈴鹿市）に「我
農園」という名の農場を開き、そこに「神風
義塾」という農民道場を開設します。この塾
教育のために図書館＝文庫の必要性が考えら
れました。1935（昭和10）年、高松宮殿下
より有栖川厚生資金助成を受け、図書館＝有
高恩文庫が建設され、それまでに山崎が塊集
した蔵書約12,870冊が収められました。敗
戦後神風義塾は閉鎖されたのですが、1955（昭
和30）年安城市に山崎を顕彰する「山崎頌徳
館」が建てられたのを機に、ここへ蔵書が移
管されました。その後この頌徳館も老朽化の
ため取り壊されることになり、1981（昭和
56）年安城文化センター内に「山崎文庫」と
してこの蔵書が再移管されました。
　蔵書は、明治後期から昭和初期までの農業
関係書が圧倒的に多く、この時期の農業や農
政を考えるに必要な書籍が揃っています。こ
のほか当時の思想文学関係の書籍も多くあり
ます。詳しくは、安城市教育委員会から刊行
された『山崎文庫図書目録』をご覧ください。
　なお、この文化センターには「山崎頌徳館」
が所持していた山崎の遺品や関係品を展示す
る「山崎記念室」もありますので、あわせて
ご覧にいただければと思います。

文学部助教授　神　谷　　　智

三河ふみくら
道しるべ 2 山崎文庫（安城市文化センター内）


